
（地独）京都市産業技術研究所

利用者からの相談

切削加工を行うマシンで、金属の破片が出てきました。どこから発生し

たのかを調べたいです。こんな小さなものでも、調べることはできます

か？

＼京都市産技研にある装置で実際に調べてみました！／

電子線マイクロアナライザー ( E P M A )とは？

試料表面に電子線を照射し、SEM観察や元素分析を行う装置です。

元素分析は、点分析、線分析、面分析が可能です。

装置外観 測定準備

金属の破片の分析は可能ですか？

装置名 電子線マイクロアナライザー(EPMA) 

装置情報 ホウ素からウランまで(45元素、詳しくはお問い合わせ下さい。)

測定可能な形状 直径20mmφかつ高さ20mmが基本形、水分や油分を含む試料は対応不可

よく分析を行う分野
製品の付着物の分析、粉末形状、合金元素の分布、浸炭処理、窒化処理、

めっき膜、DLC膜、CrN膜などの膜厚の評価など多岐にわたる。

担当研究員からの提案

電子線マイクロアナライザー(EPMA)による分析がよいかと思いま

す。EPMAは観察と分析を同時に行うことができる装置です。分析範

囲は1μm～100μmであるので、今回のサンプルに適しているかと

思います。高精度な分析が可能です。

分析事例は裏面へ＞＞＞



分 析 結 果

担当研究員からのコメント

① SEM観察により元素分析を行う箇所を検討しました。

② 分析箇所が決めて、定性分析を行いました。今回は未知試料であるので、全元素分析を行いました。

③ 定性分析の結果より、Fe、C、Si、Mn、Crが検出されました。

④ Siが約0.3%、Crが約1.5%であるので、切削加工を行った鋳鉄の可能性は低いと思われます。

⑤ マシン由来もしくは外的要因の可能性が高いです。

SEM観察を行い、青○囲み印の箇所の定性分析を行いました。

分析範囲は１００μmで行いました。

SEM観察 SEM観察（拡大）

定性分析：X線スペクトル
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ステージ番号 2
X :  27.7874 mm
Y :  -0.7538 mm
Z :  10.8255 mm
加速電圧    15.0 kV
照射電流   5.080e-008 A
ビーム形状 円 ビーム径 100

CH-1  PETH    
  収集(ms)   300
  最大値     729
CH-2  TAP     
  収集(ms)   300
  最大値     310
CH-3  LDE1H   
  収集(ms)  1500
  最大値    2348
CH-4  LIFH    
  収集(ms)   300
  最大値    9579
CH-5  LDE2H   
  収集(ms)  1800
  最大値    1651

Ａランク
 C  O  Si S  Cr
 Mn Fe Ni Pt
Ｂランク

ZAF Metal
Element   Mass(%)   Atom(%)      K(%)
 C          0.955    4.1573     0.337
 O          1.188    3.8800     0.755
 Si         0.298    0.5542     0.186
 S          0.077    0.1258     0.060
 Cr         1.472    1.4798     1.598
 Mn         0.796    0.7570     0.671
 Fe        94.374   88.2989    81.219
 Ni         0.839    0.7471     0.693
 ------------------------------------
 Total    100.000  100.0000    85.519
 Norm.F = 1.155
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